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卒業論文制作「地域かるた」の寄贈について

１　ねらい　　地域かるたを使った学習により，笠間市に対する興味・関心を高めるとともに，
　　　　　　　郷土愛を育む。 

 
２　講師　　　　　　　茨城大学　教育学部　　村山　朝子（むらやま　ともこ）　教授
　　　　　　　　　　　　茨城町立長岡小学校　 髙木　咲耶（たかぎ　さくや）　教諭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （笠間市地域かるた作成者）

３　日時　　　令和３年７月１９日（月）　１６：００～１６：３０

４　場所　 　　笠間市役所　岩間支所　２階　２０２，２０３会議室（笠間市下郷５１４０）　　　　　

５　内　容
　（１）　長岡小学校　髙木咲耶　教諭の実践の紹介
　　　　　（令和２年度茨城大学教育学部　村山朝子教授研究室所属）
　　　　　「小学校社会科における地域かるたの有効性について　-笠間市を対象として-」
　（２）かるた,地図資料の寄贈（小沼教育長へ）
　（３）各学校へのかるた貸し出し案内、授業実践の依頼
　　　　　　
  

 

  

 
 

　笠間市では，教師用指導マニュアル「笠間志学」をもとに郷土教育を推進しています。
笠間志学は，教科の学習と関連を図りながら，様々な教科の中で学習していくものです。

　笠間市出身である髙木咲耶さんは、昨年度、「地域学習教材としてのかるた」をテーマ
に卒業研究に取り組みました。笠間志学の内容などを参考に、自ら「笠間市地域かるた」
を試作し、その有用性を確かめるために、市内の三つの小学校で検証実践を行いました。
そして作成したかるたを市内で活用できるように、市に寄贈してくれることになりました。
　今回は,笠間志学改訂に伴い、市内小中義務教育学校の先生が集まる改訂会議で「地
域かるた」の良さを伝え,その活用方法について紹介します。最後には、昨年度作成した
「地域かるた」を市教育委員会の小沼教育長に寄贈します。

笠間の良さを伝える「地域かるた」を卒業論文で作成
～笠間市内の学校で活用してもらうため寄贈～


